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  本集は、学位規則（昭和２８年４月１日文部省令第９号）第８条 
 による公表を目的として、平成 26 年 3 月および６月に本学におい 
 て学位を授与した者の、論文内容の要旨と論文審査結果の要旨を収 
 録したものである。 
  学位記番号に付した甲は学位規則第 4 条第 1 項（いわゆる課程博 
 士）によるもの、乙は同第 2 項（いわゆる論文博士）によるもので 
 あることを示す。 
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氏 名   岸 佑 
学 位 の 種 類   博 士（学術） 
学 位 記 番 号   甲 第 １７５ 号 
学位授与年月日   ２０１４年３月２６日 
学位授与の要件   学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目   「貫戦」期日本におけるモダニズム建築の言説・表象・実践 
            ―近代性による「日本的なもの」の構築― 
           （Building a Modern Identity:  
            Architectural Debates in "Trans-war" Japan） 
論 文 審 査 委 員   主 査  献学６０周年  Ｍ．ウィリアム スティール 
                記念教授 
           副 査  准教授     倉 方 駿 介（大阪市立大学） 
           副 査  教 授     高 澤 紀 恵 
           副 査  教 授     リチャード Ｌ. ウィルソン 
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続性と非連続性を捉えようと試みた。 
 論文の構成は大きく二つに分けられる。 















































































































































 審査委員会は国際基督教大学教育研究棟 257 号室において、2014 年 1 月 14 日 10 時
10 分から 12 時 40 分まで最終口述試問を実施し、引き続き審査委員による最終判定を
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氏 名     宮 城 幹 夫 
学 位 の 種 類     博 士（学術） 
学 位 記 番 号     甲 第 １７６ 号 
学位授与年月日     ２０１４年３月２６日 
学位授与の要件     学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目     The Protestant Theologies of Social Justice with an  
             Eschatological Perspective : 
                          Christians in Okinawa during the U. S. Administration   
                          (1945-1972) 
             (終末信仰を内在する社会正義神学 
                          − 米国統治下に於ける沖縄のプロテスタント基督者 
                         （１９４５〜１９７２）) 
論 文 審 査 委 員     主 査  教 授     森 本 あんり 
             副 査  献学６０周年  M. ウィリアム スティール 
                  記念教授 
             副 査  教 授     菊 池 秀 明 
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示している。 




 宮城幹夫氏の博士論文最終口頭試問は、日時を学内公示の上、審査委員 4 名の出席の
他に 2 名の陪席者を得て、2014 年 1 月 15 日 13 時 20 分より 14 時 45 分まで、国際基督
教大学教育研究棟 257 号室において行われた。 
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氏 名     志 村 岳 彦 
学 位 の 種 類     博 士（学術） 
学 位 記 番 号     甲 第 １７７ 号 
学位授与年月日     ２０１４年３月２６日 
学位授与の要件     学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目     日本の笑いの文化 ―道化を中心に― 
             (Laughter in Japanese Culture: The Notion of Dōke) 
論 文 審 査 委 員     主 査  教  授   ツベタナ Ｉ. クリステワ 
             副 査  名誉教授   青 井 明 
             副 査  教  授   リチャード Ｌ. ウィルソン 
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氏 名   岩 崎 浩 一 郎 
学 位 の 種 類   博 士（学術） 
学 位 記 番 号   甲 第 １７８ 号 
学位授与年月日   ２０１４年３月２６日 
学位授与の要件   学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目   米国大学における寄付活動の形成と継承 
           −世代間モデルの構築と実証− 
           （Formation and Succession of American University  
            Fundraising: A Trans-Generational Model） 
論 文 審 査 委 員   主 査  教 授  宮 崎  修 行 
           副 査  学 長  鈴 木  典比古（国際教養大学） 
           副 査  教 授  千 葉  眞 
































大学の教育から間接的なインパクトを持ったと考えられる要因である indirect incentive 
variables と、学生生活を過ごす中での諸環境要因である campus life variables の要因の中
に確認できた。とくに、indirect incentive variables の中での共通認識は大学の威信に関す
る variables であり、それが在校生と卒業生の帰属意識を高めている要因と考えられる。 
具体的には、indirect incentive variables の中の“Your college’s reputation”、“The history 






するものであることが確認でき、trans-generational donation model を維持させ成功させて
いくためには、寄付者および在校生の間に存在する帰属欲求（マズローの欲求段階説に
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氏 名     増 澤 智 昭 
学 位 の 種 類     博 士（学術） 
学 位 記 番 号     甲 第 １７９ 号 
学位授与年月日     ２０１４年３月２６日 
学位授与の要件     学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目          Development of High-sensitivity Photodetector Using  
                          Amorphous Selenium Photoconductor and Nitrogen-doped  
                          Diamond Cold Cathode 
                         （アモルファスセレンと窒素添加ダイヤモンド冷陰極を 
             用いた高感度光検出器の開発） 
論 文 審 査 委 員     主 査  教 授  岡 野 健 
             副 査  教 授  三 村 秀 典（静岡大学） 
             副 査  教 授  久 保 謙 哉 












 一方，アモルファスセレニウム (a-Se) は，ゼロックスやコダックがコピー機を開発
した時代には，光検出器として多くの需要があったものの，その後のシリコン系の光検
出器の高精度，低価格化に伴い，現在ではほとんど利用されなくなっている．しかし，
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氏 名    中 野 真 理 
学 位 の 種 類    博 士（学術） 
学 位 記 番 号    甲 第 １８０ 号 
学位授与年月日    ２０１４年３月２６日 
学位授与の要件    学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目    荷風文学のヴィジュアリティ 
            ―「知」が切り拓く美の表現― 
            (Visuality in the Literature of Nagai Kafu) 
論 文 審 査 委 員    主 査  教 授  リチャード Ｌ. ウィルソン 
            副 査  教 授  片 山 倫太郎（鶴見大学） 
            副 査  教 授  小 島 康 敬 






















































































































































 審査委員会は国際基督教大学教育研究棟 247 号室において、2014 年 1 月 30 日 11 時
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氏     名   工 藤 雅 之 
学  位  の  種  類   博 士（教育学） 
学  位  記  番  号   甲 第 １８１ 号 
学位授与年月日   ２０１４年３月２６日 
学位授与の要件   学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目   Effects of Worked Examples on Stress, Cognitive Loads, and  
           Performance in Online Collaboration 
           （オンライン協働におけるワークトエグザンプルの 
           ストレス、認知負荷、パフォーマンスへの影響） 
論 文 審 査 委 員   主 査  教 授  鄭   仁 星 
           副 査  教 授  佐々木 輝 美 












Cross, & Major, 2005）ことが広く知られている。 
 このように、オンライン協働学習には多くの利点があるにも関わらず、先行研究の一
部においては、効果が少ないものや利点を強調できないという結果も報告されている。
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トレス要因を緩和する実証的な研究に至っては非常に少ないといえる。数少ない研究の





ンプト有り、無し）が、言語自己効力（language self-efficacy = LSE）のレベルとの関わ




１） どの形式のワークトエグザンプルが、オンライン協働学習で２つの LSE レベ
ルの EFL 学習者のストレス要因緩和に対して効果的か？ 
２） どの形式のワークトエグザンプルが、オンライン協働学習で２つの LSE レベ
ルをもつ EFL 学習者の認知負荷減少に対して効果的か？ 










に変更した。Type I から IV のストレス要因の計測には Stressor scale （Jung et al., 2011） 
が使用され、外国語でのタスクとスキルの自信の計測には、Foreign language self-efficacy 
scale （Shaw, 2006） が使用された。協働作文を評価するにあたっては、ESL composition 
profile （Jacobs et al., 1981）を使用した。 
 研究課題１に関しては、４つの型のストレス要因の平均値に対し、三要因の分散分析
を処遇要因、LSE 要因、そして前後要因に対して行った。その結果、低 LSE 群において、
前後と処遇に交互作用が認められた。低 LSE 群では、プロンプト付ワークトエグザンプ
ルを用いると、処遇の後の状態で Type I ストレッサーを削減できることが判った。この
ことは、ワークトエグザンプルに「ストレス緩和効果」と言うべき新たな知見を加え、







LSE 学習者を助けたことを示唆している。しかしながら、実験２は Type I ストレス要因
に関する実験を再現できず、実験１と相対する結果を示した。 
 実験１では Type IV ストレス要因に対して、前後と処遇の交互作用を認めた。プロン




ンライン協働作業での意思疎通で苦労したことが伺える。実験２での Type IV の結果も、
実験１の結果を再現する事ができなかった。この不一致は LSE の段階の差や協働課題へ
のレディネスが原因と考えられる。両実験で Type II、Type III ストレス要因は処遇と LSE







ザンプルを使用すると高 LSE 群では、低 LSE 群に比べて内在的な認知負荷の値が低く
観測された。これは、高 LSE 群にとってプロンプトが内在的認知負荷を低く抑える効果
を確認したものである。この結果は、高い自己効力を持つものほど大きな作動記憶を持
つ（Hoffman & Schraw, 2009）という知見や、プロンプトは内在的な認知負荷を押し上げ
る（Berthold & Renkl, 2009; Berthold et al., 2011）という知見と一致するものである。実験
２では、内在的認知負荷、外在的認知負荷の両方とも LSE 要因の主効果しか観測できな
かった。 
 実験１では、妥当な認知負荷の値が低 LSE 群と比較すると高 LSE 群で高かった。こ
の結果は、低 LSE 群と比較して高 LSE 群でより多くの認知方略が醸成されたことを示
している。しかしながら、本来差が出るはずの処遇における差は見られなかった事から、
プロンプトの有無が認知方略の効果的な醸成に寄与するとは言えないことから、この結
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実験１を再現する事ができず、LSE の高低で逆の反応が観測された。Type I ストレス要
因については高 LSE 群が処遇の差の効果を受けたのに対して、実験２では、低 LSE 群
が処遇の差の効果を受けた。また、実験１は処遇の差を観測したにもかかわらず、実験
２では統制群との差は確認できたものの、２つのワークトエグザンプルの間には差は確





 結論として、この研究には制限があるものの、実験１、２の結果から低 LSE を有す
る EFL 学習者をオンライン協働学習に含むためのいくつかの示唆と提言を得る事がで



























 工藤雅之氏の博士論文最終評価審査委員会は 2014 年 2 月 3 日午前 10 時 10 分から 11
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氏 名     田 中 極 子 
学 位 の 種 類     博 士（学術） 
学 位 記 番 号     甲 第 １８２ 号 
学位授与年月日     ２０１４年３月２６日 
学位授与の要件     学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目     大量破壊兵器技術のデュアル・ユース性における 
             軍備管理レジームの現代的意味 
             （Contemporary Meanings of Arms Control Regime with 
Respect to the Dual-Use Nature of Weapons of Mass  
Destruction） 
論 文 審 査 委 員     主 査  教 授  千 葉  眞 
             副 査  教 授  植 田  隆 子 
             副 査  教 授  木 部  尚 志 






















































（３）第 1 章におけるこうした前提的考察を踏まえたうえで、第 2 章以下では、核兵器
（第 2 章）、生物兵器（第 3 章）および化学兵器（第 4 章）を個別に取り上げ、デュア
















での CWC の実施能力の強化を通して対処することの必要性が確認され、CWC 体制の意
義があらためて指摘されている。 















































































 この中間報告を経て三ヶ月半ほど後の 2014 年 1 月初旬に本博士論文は提出された。
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れ、説得的な応答がなされた。さらに植田委員からは、本博士論文のテーゼの新しさと
貢献について質問がなされたが、この問いに対して NPT 体制、BWC 体制、CWC 体制
のそれぞれの形成過程や対応の多様性を社会構築性の視点から厳密に比較検討した点
にあるとの著者の応答がなされた。 
 毛利委員の方からはその社会構築性の BWC 体制と CWC 体制それぞれにおけるメ
リットとデメリットについての質問があった。これについて田中氏からは、CWC 体制
よりも BWC 体制の方が社会構成築性の視点からより明確に説明できたという応答がな
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氏 名   高 田  明 宜 
学 位 の 種 類   博 士（学術） 
学 位 記 番 号   甲 第 １８３ 号 
学位授与年月日   ２０１４年６月２７日 
学位授与の要件   学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目   平和を作る人たちと神への畏敬 
           ——イマニュエル・カントの真意—— 
           (Peacemakers and Awe before God:  
Recovering the True Intent of Immanuel Kant) 
論 文 審 査 委 員   主 査  教 授  千 葉  眞 
           副 査  教 授  稲    正 樹 
           副 査  教 授  木 部  尚 志 

































（Three Meta-theories in Kant’s Thought） 
第２章 市民性の基礎としてのカント哲学 
    （Kant’s Philosophy as the Foundation of Citizenship） 
第３章 道徳とカント的市民 
    （Morality and Kantian Citizen） 
 第４章 カントが見た人間 
     （Human Being Whom Kant Observed） 
 第５章 結論——カントの世界市民性 
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貢献と意義は十分に評価されてよいと思われる。 
 




 この中間報告を経てほぼ半年後の 2014 年 4 月中旬に本博士論文は提出された。そし
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氏 名    LANDAU, Samantha H. （ランダオ，サマンサ） 
学 位 の 種 類    博 士（学術） 
学 位 記 番 号    甲 第 １８４ 号 
学位授与年月日    ２０１４年６月２７日 
学位授与の要件    学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目    Uncanny Houses, Sinister Homes 
            - the Architecture of Feminine Anxiety in Gothic Literature- 
            （不気味な家・怪奇な住居 
             ―ゴシック文学における女性の不安の表象―） 
論 文 審 査 委 員    主 査  上級准教授  生 駒 夏 美 
            副 査  教   授  榎 本 眞理子（恵泉女学園大学） 
            副 査  特 任 教 授  大 西 直 樹 







 本論文は 18 世紀に隆興したゴシック文学の伝統の中でも特に Female Gothic にあらわ
れる家の表象に着目し、家のモチーフが家族観や家族における女性観の変化に由来する





















と対照的に、例えば Ann Radcliffe のゴシック小説は、不安をきっかけにしてヒロインを
旧態依然の家父長制社会から脱出させ新たな秩序へと導く。つまり uncanniness は女性
にとって特別の契機を提供していることになる。フロイトの The Uncanny 論を援用し、
本論は不安の重層性と主観におけるその役割を指摘する。 
 また本論はゴシック小説の創始者 Horace Walpole が実際にゴシック風邸宅を建築した
ことと John Ruskin のゴシック建築論を接続し、物理的な「家」という空間とそこに 19
世紀の英国で見いだされた倫理的意味合い、特に男女の役割分担について考察する。社
会が流動性を増す中で、家族の砦としての家とそれを守るべき女性の役割が強化される
中、当時の Neo Gothic 文学は家がさらなる相克の舞台となる様を描写する。Emily Brontё
の『嵐が丘』は家父長制が一人の孤児の登場によって転覆される様子を描く。女性が家




























 後半部分は60年代にアメリカで書かれたShirley Jacksonの二作品を検討する。We Have 
Always Lived in the Castle には、家族殺しの舞台である家で生活する姉妹が描かれ、家や
財産を巡って従兄弟や村の人々とのいざこざが起こる中、引きこもる姉妹の不気味な姿
が描かれる。この小説では女性が家父長的家庭／社会の破壊者であり、しかし最終的に


































































































 審査委員会は国際基督教大学教育研究棟 257 号室において、2014 年 5 月 23 日 13 時
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氏 名   大 野 ロベルト 
学 位 の 種 類   博 士（学術） 
学 位 記 番 号   甲 第 １８５ 号 
学位授与年月日   ２０１４年６月２７日 
学位授与の要件   学位規則第４条第１項該当 
学 位 論 文 題 目   紀貫之の影 −日本文学と文化の根本を探る− 
           （In the Shadows of Ki no Tsurayuki : Exploring the  
Foundations of Japanese Literature and Culture） 
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